
令６　高等学校工業（電気・電子）（ 5 枚のうち 1 ）
（解答はすべて、解答用紙に記入すること）

令６　高等学校工業（機械）（ 6 枚のうち 1 ）
（解答はすべて、解答用紙に記入すること）

Ⅰ　次の問いに答えなさい。
　１�　次の文は、高等学校学習指導要領の工業第３款『各科目にわたる指導計画の作成と内容の取扱い』の一部である。（　①　）～（　⑤　）
に入る語句を、あとのア～セからそれぞれ１つ選んで、その符号を書きなさい。

１　指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。
　⑵　工業に関する各学科においては，「工業技術基礎」及び「（　①　）」を原則として全ての生徒に履修させること。
　⑶�　工業に関する各学科においては，原則として工業科に属する科目に配当する総授業時数の（　②　）以上を実験・実習に
配当すること。

３�　実験・実習を行うに当たっては，関連する法規等に従い，施設・設備や（　③　）等の（　④　）に配慮し，学習環境を整
えるとともに，事故防止や環境保全の指導を徹底し，安全と衛生に十分留意するものとする。また，（　⑤　），廃棄物や廃液
などの処理についても，十分留意するものとする。

　　　ア　機器　　　　イ　工具　　　　ウ　危機管理　　エ　保存・管理　　オ　安全管理　　カ　４分の１　　キ　排気
　　　ク　３分の１　　ケ　10 分の５　　コ　薬品　　　　サ　排水　　　　　シ　換気　　　　ス　課題研究　　セ　工業情報数理
　２�　日本工業規格と呼ばれてきたが、近年の法改正に伴い日本産業規格となった略称として適切なものを、次のア～オから１つ選んで、
その符号を書きなさい。　

　　　ア　ＪＳＡ　　　イ　ＪＩＳ　　　ウ　ＱＣ　　　エ　ＩＳＯ　　　オ　ＪＡＳ
　３�　知的財産のうち、独創的で美しい形状・模様・色彩などに関するデザインを、次のア～オから１つ選んで、その符号を書きなさい。
　　　ア　商標　　　　イ　黄金比　　　ウ　意匠　　　エ　実用新案　　オ　特許
　４　図１のノギスの測定値［mm］を求めなさい。ただし、本尺とバーニヤの目盛は○印の位置で重なっているものとする。
　５�　アーク溶接によって形成する溶接金属として適切なものを、次のア～オから１つ選んで、
その符号を書きなさい。

　　　ア　ヒューム　　イ　スパッタ　　ウ　ビード　　エ　プラズマ　　オ　スラグ
　６�　西日本の商用電源における周波数はいくらか書きなさい。
　７�　配電方式の１つである単相３線式で家庭に供給している電圧として適切なものを、次の
ア～オからすべて選んで、その符号を書きなさい。

　　　ア　15 Ｖ　　　　イ　100 Ｖ　　　ウ　200 Ｖ　　�エ　300 Ｖ　　　�オ　600 Ｖ
　８　敷地面積に対する床面積の合計の割合を何というか書きなさい。
　９�　地上のある点間の高低差や基準面からある点の標高を求める測量を何というか、次の
ア～オから１つ選んで、その符号を書きなさい。

　　　ア　水準測量　　イ　平板測量　　ウ　三角測量　　エ　多角測量　　オ　写真測量
　10�　線対称や面対称など安定感や落ち着いた美しさを感じさせる造形の秩序として適切なものを、次のア～オから１つ選んで、その符
号を書きなさい。

　　　ア　リズム　　　イ　シンメトリー　　　ウ　コントラスト　　　エ　コンポジション　　　オ　シミラリティ
　11　色の３属性とは、明度と彩度以外にあと１つ何があるか書きなさい。

Ⅱ　次の文を読んで、あとの問いに答えなさい。
　�　黒色のコース上に引かれた白いラインの上を走行するトレースカーを製作する。このトレースカーは①センサ、②マイコン、モータ、
車輪などを備えている。このトレースカーには、前方にセンサが左右２か所設置されており、センサ内にある赤外線 LEDから出た光
が白いラインの上と黒色のコース上で反射する光の差をもとに、左右のセンサが白いラインの上にあるか白いラインの上から外れた黒
色のコース上にあるかを判断して、トレースカーが白いラインの上を前進する仕組みとなっている。
　１�　下線部①には、反射光の量を検出するホトダイオードが使われている。このホトダイオードと同様に、光の量を検出する素子とし
て適切なものを、次のア～オからすべて選んで、その符号を書きなさい。

　　　ア　ホール素子　　イ　CdS 素子　　ウ　ソナー　　エ　ホトトランジスタ　　オ　サーミスタ
　２�　このトレースカーは、50.0 ｍのコースを 21.11 秒で走行する。このトレースカーの平均速度［m/s］を求めなさい。ただし、有効
数字を考慮して四捨五入による丸めを行うこと。

　３�　下線部②では、センサからの入力をもとに、左右のモータを回転させるプログラミングを行っている。左のセンサが白と判断すると
変数 left が１となり、黒と判断すると変数 left が０となる。また、右のセンサが白と判断すると変数 right が１となり、黒と判断する
と変数 right が０となる仕組みとなっている。図２のフローチャートは、トレースカーが白いラインの上を走るプログラミングの一部
を表している。フローチャートの⑴～⑶に入る処理として適切なものを、次のア～エからそれぞれ１つ選んで、その符号を書きなさい。

　　　ア　左モータのみ前方に回転　　イ　右モータのみ前方に回転　　ウ　左右モータとも前方に回転　　エ　左右モータとも後方に回転

Ⅲ�　コンピュータでは、２進数の減算を行う際に、引く数の２の補数をつくっ
て、引かれる数と加算することで、加算回路のみで減算を行う仕組みを使っ
ている。この仕組みに関する表１、表２の空欄Ａ～Ｅに入る２進数をあと
のア～キからそれぞれ１つ選んで、その符号を書きなさい。ただし、この
計算で扱える２進数は、４ビットで、－８～７（10 進数）の範囲の計算とし、
同じ記号には同じものが入る。

表１
６－２＝４を行う場合 10 進数 ２進数 ２の補数 加算回路の計算

　６ Ａ Ａ
－２ － 0010 Ｂ Ｂ

加算した値 10100
計算結果 Ｃ

表２
１－５＝－４を行う場合 10 進数 ２進数 ２の補数 加算回路の計算

　１ 0001 0001
－５ － 0101 Ｄ Ｄ

加算した値 Ｅ
計算結果 － 0100

　ア　0010　　　イ　0100　　　ウ　0110　　　エ　1011
　オ　1100　　　カ　1101　　　キ　1110

Ⅳ�　解答用紙に描かれている立体図（等角図）と投影図（第三角法）の正面図をもとに、投影図（第三角法）の平面図と右側面図を書き
なさい。ただし、矢印の向きから見た図を正面図とする。また、大きさは投影図の目盛りの数に合わせること。

令６ 高等学校工業（機械）（６枚のうち１） 

       （解答はすべて、解答用紙に記入すること。） 

Ⅰ 次の問いに答えなさい。 

 １ 次の文は、高等学校学習指導要領の工業第３款『各科目にわたる指導計画の作成と内容の取扱い』の一部である。（ ① ）～（ ⑤ ）

に入る語句を、あとのア～セからそれぞれ１つ選んで、その符号を書きなさい。 

  １ 指導計画の作成に当たっては、次の事項に配慮するものとする。 

(2)工業に関する各学科においては、「工業技術基礎」及び「（ ① ）」を原則として全ての生徒に履修させること。 

(3)工業に関する各学科においては、原則として工業科に属する科目に配当する総授業時数の（ ② ）以上を実験・実習に配当すること。 

  ３ 実験・実習を行うに当たっては、関連する法規等に従い、施設・設備や（ ③ ）等の（ ④ ）に配慮し、学習環境を整えるとともに、

事故防止や環境保全の指導を徹底し、安全と衛生に十分留意するものとする。また、（ ⑤ ）、廃棄物や廃液などの処理についても、十

分留意するものとする。 

ア 機器 イ 工具    ウ 危機管理  エ 保存・管理   オ 安全管理   カ ４分の１  キ 排気  
ク ３分の１ ケ 10分の５ コ 薬品  サ 排水   シ 換気         ス 課題研究   セ 工業情報数理 

２ 日本工業規格と呼ばれてきたが、2019年の法改正に伴い日本産業規格となった略称として適切なものを、次のア～オから１つ選んで、その

符号を書きなさい。  

ア ＪＳＡ   イ ＪＩＳ   ウ ＱＣ    エ ＩＳＯ   オ ＪＡＳ 

３ 知的財産のうち、独創的で美しい形状・模様・色彩などに関するデザインを次のア～オから１つ選んで、その符号を書きなさい。 

  ア 商標    イ 黄金比   ウ 意匠    エ 実用新案  オ 特許 

４ 図１のノギスの測定値[㎜]を求めなさい。 

５ アーク溶接によって形成する溶接金属として適切なものを次のア～オから１つ選んで、 

その符号を書きなさい。 

ア ヒューム  イ スパッタ  ウ ビード   エ プラズマ  オ スラグ 

６ 西日本の商用発電における周波数はいくらか書きなさい。 

７ 家庭用単相３線式の配電方式で提供している電圧として適切なものを、次のア～オからすべて 

選び、その符号を書きなさい。 

  ア 15Ｖ    イ 100Ｖ    ウ 200Ｖ    エ 300Ｖ    オ 600Ｖ 

８ 敷地面積に対する床面積の合計の割合を何というか書きなさい。 

９ 地上のある点間の高低差や基準面からある点の標高を求める測量を何というか次のア～オから１つ選んで、その符号を書きなさい。 

  ア 水準測量  イ 平板測量  ウ 三角測量  エ 多角測量  オ 写真測量 

10 線対称や面対称など安定感や落ち着いた美しさを感じさせる造形の秩序として適切なものを、次のア～オから１つ選んで、その符号を書き

なさい。 

  ア リズム   イ シンメトリー   ウ コントラスト     エ コンポジション   オ シミラリティ 

11 色の３属性とは、明度と彩度以外にあと１つ何があるか書きなさい。 

Ⅱ 次の文を読んで、あとの問いに答えなさい。 

黒色のコース上に引かれた白いラインの上を走行するトレースカーを製作する。このトレースカーは①センサ、②マイコン、モータ、車輪など

を備えている。このトレースカーには、前方にセンサが左右２か所設置されており、センサ内にある赤外線LEDから出た光が白いラインの上と黒

色のコース上で反射する光の差をもとに、左右のセンサが白いラインの上にあるか白いラインの上から外れた黒色のコース上にあるかを判断し

て、トレースカーが白いラインの上を前進する仕組みとなっている。 

１ 下線部①には、反射光の量を検出するホトダイオードが使われている。このホトダイオードと同様に、光の量を検出する素子として適切な

ものを、次のア～オからすべて選び、その符号を書きなさい。 

  ア ホール素子  イ CdS素子  ウ ソナー  エ ホトトランジスタ  オ サーミスタ 

２ このトレースカーは、50.0ｍのコースを21.11秒で走行する。このトレースカーの平均速度［m/s］を求めなさい。ただし、有効数字を考慮

して四捨五入による丸めを行うこと。   

３ 下線部②では、センサからの入力をもとに、左右のモータを回転させるプログラミングを行っている。左のセンサが白と判断すると変数

leftが１となり、黒と判断すると変数leftが０となる。また、右のセンサが白と判断すると変数rightが１となり、黒と判断すると変数right

が０となる仕組みとなっている。図２のフローチャートは、トレースカーが白いラインの上を走るプログラミングの一部を表している。フロ

ーチャートの(1)～(3)に入る処理として適切なものを、次のア～エからそれぞれ１つ選んで、その符号を書きなさい。 

ア 左モータのみ前方に回転  イ 右モータのみ前方に回転  ウ 左右モータとも前方に回転  エ 左右モータとも後方に回転 

Ⅲ コンピュータでは、２進数の減算を行う際に、引く数の２の補数をつくって、 

引かれる数と加算することで、加算回路のみで減算を行う仕組みを使っている。 

この仕組みに関する表１、表２の減算の例の空欄Ａ～Ｅに入る２進数をあとの 

ア～キからそれぞれ１つ選んで、その符号を書きなさい。ただし、この計算で 

扱える２進数は、４ビットで、－８～７(10進数)の範囲の計算とし、同じ記号 

には同じものが入る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア ００１０   イ ０１００   ウ ０１１０   エ １０１１   オ １１００   カ １１０１   キ １１１０      

Ⅳ 解答用紙に描かれている立体図（等角図）と投影図（第三角法）の正面図をもとに、投影図（第三角法）の平面図と右側面図を書きなさい。

ただし、矢印の向きから見た図を正面図とする。また、大きさは投影図の目盛りの数に合わせること。 

 表１    

６－２＝４を行う場合 10進数 ２進数 ２の補数 加算回路の計算 

 ６  Ａ  Ａ 

 ０１００－ ２－ Ｂ Ｂ 

 ００１０１ 値たし算加   

 果結算計   Ｃ 

 表２    

１－５＝－４を行う場合 10進数 ２進数 ２の補数 加算回路の計算 

 １０００  １０００ １  

 １０１０－ ５－ Ｄ Ｄ 

 値たし算加   Ｅ 

計算結果 －０１００ 
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令６　高等学校工業（電気・電子）（ 5 枚のうち 2 ）
（解答はすべて、解答用紙に記入すること）

Ⅴ　次の問いに答えなさい。
　１　５秒間に 40 Ｃの電気量Qが移動したときの電流 I［Ａ］を求めなさい。
　２　図３において、a-b 間の合成抵抗R［Ω］を求めなさい。
　３　図４において、a-b 間の合成抵抗R［Ω］を求めなさい。
　４　100 Ωの抵抗に２Ａの電流を３分間流したときの発熱量Q［kJ］を求めなさい。
　５　100 Ｖ、100 Ｗの白熱電球に 100 Ｖの電圧を加えるとき、抵抗R［Ω］を求めなさい。
　６�　断面積 Sが１mm2、長さℓが１kmの軟銅線の抵抗R［Ω］を求めなさい。ただし、軟銅
の抵抗率ρは 1.72 × 10-8 Ω ･mとする。

　７�　ある導体の抵抗が 20℃のとき 20 Ωであった。40℃のときの抵抗R［Ω］を求めなさい。
ただし、この導体の 20℃における抵抗温度係数は 50 × 10-4℃ -1 とする。

　８　

 

4-j3

3+j4
 

令６ 高等学校工業（電気・電子）（５枚のうち２） 

       （解答はすべて、解答用紙に記入すること。） 
 

Ⅴ 次の問いに答えなさい。 

 １ ５秒間に40Ｃの電気量Ｑが移動したときの電流I[Ａ]を求めなさい。 

２ 図３において、a-b間の合成抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

３ 図４において、a-b間の合成抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

４ 100Ωの抵抗に２Ａの電流を３分間流したときの発熱量Ｑ[kJ]を求めなさい。 

５ 100Ｖ、100Ｗの白熱電球に100Ｖの電圧を加えるとき、抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

６ 断面積Ｓが１mm2、長さℓ が１kmの銅線の抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。ただし、銅の抵抗率 

ρは1.72×10-8Ω･mとする。 

７ ある導体の抵抗が20℃のとき20Ωであった。40℃のときの抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

ただし、この導体の20℃における抵抗温度係数は50×10-4℃-1とする。 

 
８     を計算しなさい。 

                                          

 ９ 図５において、電流計の内部抵抗ｒa＝５Ω、電流計に流せる電流Ia＝10mAのとき、回路に

電流Ｉ＝50mAを流せるようにしたい。分流器の抵抗ｒs[Ω]を求めなさい。 

10 図６の回路において、蓄えられる全電荷Ｑ[µC]を求めなさい。 

11 空気中で二つの磁極の強さが３×10-6Wb、２×10-6Wb、磁極間の距離が１ｍであるとき、磁

極間に働く力Ｆ[Ｎ]を書きなさい。 四捨五入により有効数字３桁まで求めなさい。 

12 図７において、磁束密度Ｂ＝0.1Ｔ、導体の長さℓ＝0.5ｍ、導体の移動する速度ｕ＝100m/s

であるとき、誘導起電力ｅ[Ｖ]の大きさを求めなさい。 

13 120°は弧度法で表すと何[rad]か。                        

14 10Ωの抵抗に20Ａの電流を２秒間流した。この抵抗で消費される電力量Ｗ[W･s]を求めなさい。 

15 図８のように、正に帯電しているはく検電器がある。このはく検電器に、正負どちらかに帯電 

した帯電体を近づけたら、はくがさらに大きく開いた。近づけた帯電体は、正と負のどちらに 

帯電しているか答えなさい。 

 

 

 

 

 

 
 
 
Ⅵ 図９の回路について、次の問いに答えなさい。 
 １ 電流Ｉ1[Ａ]を求めなさい。 

 ２ 電流Ｉ2[Ａ]を求めなさい。 

 ３ 電流Ｉ3[Ａ]を求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 

Ⅶ 図 10 のように、抵抗 30Ω、誘導性リアクタンス 70Ω、容量性リアクタンス 50Ωの直列

回路に、電圧 220Ｖを加えた。次の問いに答えなさい。指示がない場合は四捨五入により小

数第２位まで求めなさい。２以降は、１で解答した値を用いて計算すること。 

 １ 全電流Ｉ[Ａ]を求めなさい。 

 ２ 力率 cosθを書きなさい。四捨五入により小数第３位まで求めなさい。 

 ３ 皮相電力Ｓ[kV･A]を求めなさい。 

 ４ 有効電力Ｐ[kW]を求めなさい。 

５ 無効電力Ｑ[Var]を求めなさい。 
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　を計算しなさい。

　９�　図５において、電流計の内部抵抗ra ＝５Ω、電流計に流せる電流 Ia ＝ 10mAのとき、
回路に電流 I＝ 50mAを流せるようにしたい。分流器の抵抗rs［Ω］を求めなさい。

　10�　図６の回路において、蓄えられる全電荷Q［µC］を求めなさい。
　11�　空気中で二つの磁極の強さが３×10-6Wb、２×10-6Wb、磁極間の距離が１ｍであるとき、

磁極間に働く力 F［Ｎ］を求めなさい。 四捨五入により有効数字３桁まで求めなさい。
　12�　図７において、磁束密度B＝ 0.1 Ｔ、導体の長さℓ＝ 0.5 ｍ、導体の移動する速度
　　u ＝ 100m/s であるとき、誘導起電力 e［Ｖ］の大きさを求めなさい。
　13�　120°は弧度法で表すと何［rad］か。
　14�　真空中にある５µCの点電荷から５ｍ離れた点の電位V［Ｖ］を求めなさい。
　15�　図８のように、正に帯電しているはく検電器がある。このはく検電器に、正負どちらか
に帯電した帯電体を近づけたら、はくがさらに大きく開いた。近づけた帯電体は、正と負
のどちらに帯電しているか書きなさい。
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令６ 高等学校工業（電気・電子）（５枚のうち２） 

       （解答はすべて、解答用紙に記入すること。） 
 

Ⅴ 次の問いに答えなさい。 

 １ ５秒間に40Ｃの電気量Ｑが移動したときの電流I[Ａ]を求めなさい。 

２ 図３において、a-b間の合成抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

３ 図４において、a-b間の合成抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

４ 100Ωの抵抗に２Ａの電流を３分間流したときの発熱量Ｑ[kJ]を求めなさい。 

５ 100Ｖ、100Ｗの白熱電球に100Ｖの電圧を加えるとき、抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

６ 断面積Ｓが１mm2、長さℓ が１kmの銅線の抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。ただし、銅の抵抗率 

ρは1.72×10-8Ω･mとする。 

７ ある導体の抵抗が20℃のとき20Ωであった。40℃のときの抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

ただし、この導体の20℃における抵抗温度係数は50×10-4℃-1とする。 

 
８     を計算しなさい。 

                                          

 ９ 図５において、電流計の内部抵抗ｒa＝５Ω、電流計に流せる電流Ia＝10mAのとき、回路に

電流Ｉ＝50mAを流せるようにしたい。分流器の抵抗ｒs[Ω]を求めなさい。 

10 図６の回路において、蓄えられる全電荷Ｑ[µC]を求めなさい。 

11 空気中で二つの磁極の強さが３×10-6Wb、２×10-6Wb、磁極間の距離が１ｍであるとき、磁

極間に働く力Ｆ[Ｎ]を書きなさい。 四捨五入により有効数字３桁まで求めなさい。 

12 図７において、磁束密度Ｂ＝0.1Ｔ、導体の長さℓ＝0.5ｍ、導体の移動する速度ｕ＝100m/s

であるとき、誘導起電力ｅ[Ｖ]の大きさを求めなさい。 

13 120°は弧度法で表すと何[rad]か。                        

14 10Ωの抵抗に20Ａの電流を２秒間流した。この抵抗で消費される電力量Ｗ[W･s]を求めなさい。 

15 図８のように、正に帯電しているはく検電器がある。このはく検電器に、正負どちらかに帯電 

した帯電体を近づけたら、はくがさらに大きく開いた。近づけた帯電体は、正と負のどちらに 

帯電しているか答えなさい。 

 

 

 

 

 

 
 
 
Ⅵ 図９の回路について、次の問いに答えなさい。 
 １ 電流Ｉ1[Ａ]を求めなさい。 

 ２ 電流Ｉ2[Ａ]を求めなさい。 

 ３ 電流Ｉ3[Ａ]を求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 

Ⅶ 図 10 のように、抵抗 30Ω、誘導性リアクタンス 70Ω、容量性リアクタンス 50Ωの直列

回路に、電圧 220Ｖを加えた。次の問いに答えなさい。指示がない場合は四捨五入により小

数第２位まで求めなさい。２以降は、１で解答した値を用いて計算すること。 

 １ 全電流Ｉ[Ａ]を求めなさい。 

 ２ 力率 cosθを書きなさい。四捨五入により小数第３位まで求めなさい。 

 ３ 皮相電力Ｓ[kV･A]を求めなさい。 

 ４ 有効電力Ｐ[kW]を求めなさい。 

５ 無効電力Ｑ[Var]を求めなさい。 
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令６ 高等学校工業（電気・電子）（５枚のうち２） 

       （解答はすべて、解答用紙に記入すること。） 
 

Ⅴ 次の問いに答えなさい。 

 １ ５秒間に40Ｃの電気量Ｑが移動したときの電流I[Ａ]を求めなさい。 

２ 図３において、a-b間の合成抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

３ 図４において、a-b間の合成抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

４ 100Ωの抵抗に２Ａの電流を３分間流したときの発熱量Ｑ[kJ]を求めなさい。 

５ 100Ｖ、100Ｗの白熱電球に100Ｖの電圧を加えるとき、抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

６ 断面積Ｓが１mm2、長さℓ が１kmの銅線の抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。ただし、銅の抵抗率 

ρは1.72×10-8Ω･mとする。 

７ ある導体の抵抗が20℃のとき20Ωであった。40℃のときの抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

ただし、この導体の20℃における抵抗温度係数は50×10-4℃-1とする。 

 
８     を計算しなさい。 

                                          

 ９ 図５において、電流計の内部抵抗ｒa＝５Ω、電流計に流せる電流Ia＝10mAのとき、回路に

電流Ｉ＝50mAを流せるようにしたい。分流器の抵抗ｒs[Ω]を求めなさい。 

10 図６の回路において、蓄えられる全電荷Ｑ[µC]を求めなさい。 

11 空気中で二つの磁極の強さが３×10-6Wb、２×10-6Wb、磁極間の距離が１ｍであるとき、磁

極間に働く力Ｆ[Ｎ]を書きなさい。 四捨五入により有効数字３桁まで求めなさい。 

12 図７において、磁束密度Ｂ＝0.1Ｔ、導体の長さℓ＝0.5ｍ、導体の移動する速度ｕ＝100m/s

であるとき、誘導起電力ｅ[Ｖ]の大きさを求めなさい。 

13 120°は弧度法で表すと何[rad]か。                        

14 10Ωの抵抗に20Ａの電流を２秒間流した。この抵抗で消費される電力量Ｗ[W･s]を求めなさい。 

15 図８のように、正に帯電しているはく検電器がある。このはく検電器に、正負どちらかに帯電 

した帯電体を近づけたら、はくがさらに大きく開いた。近づけた帯電体は、正と負のどちらに 

帯電しているか答えなさい。 

 

 

 

 

 

 
 
 
Ⅵ 図９の回路について、次の問いに答えなさい。 
 １ 電流Ｉ1[Ａ]を求めなさい。 

 ２ 電流Ｉ2[Ａ]を求めなさい。 

 ３ 電流Ｉ3[Ａ]を求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 

Ⅶ 図 10 のように、抵抗 30Ω、誘導性リアクタンス 70Ω、容量性リアクタンス 50Ωの直列

回路に、電圧 220Ｖを加えた。次の問いに答えなさい。指示がない場合は四捨五入により小

数第２位まで求めなさい。２以降は、１で解答した値を用いて計算すること。 

 １ 全電流Ｉ[Ａ]を求めなさい。 

 ２ 力率 cosθを書きなさい。四捨五入により小数第３位まで求めなさい。 

 ３ 皮相電力Ｓ[kV･A]を求めなさい。 

 ４ 有効電力Ｐ[kW]を求めなさい。 

５ 無効電力Ｑ[Var]を求めなさい。 
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Ⅵ　図９の回路について、次の問いに答えなさい。
　１　電流 I１［Ａ］を求めなさい。
　２　電流 I２［Ａ］を求めなさい。
　３　電流 I３［Ａ］を求めなさい。
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令６ 高等学校工業（電気・電子）（５枚のうち２） 

       （解答はすべて、解答用紙に記入すること。） 
 

Ⅴ 次の問いに答えなさい。 

 １ ５秒間に40Ｃの電気量Ｑが移動したときの電流I[Ａ]を求めなさい。 

２ 図３において、a-b間の合成抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

３ 図４において、a-b間の合成抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

４ 100Ωの抵抗に２Ａの電流を３分間流したときの発熱量Ｑ[kJ]を求めなさい。 

５ 100Ｖ、100Ｗの白熱電球に100Ｖの電圧を加えるとき、抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

６ 断面積Ｓが１mm2、長さℓ が１kmの銅線の抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。ただし、銅の抵抗率 

ρは1.72×10-8Ω･mとする。 

７ ある導体の抵抗が20℃のとき20Ωであった。40℃のときの抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

ただし、この導体の20℃における抵抗温度係数は50×10-4℃-1とする。 

 
８     を計算しなさい。 

                                          

 ９ 図５において、電流計の内部抵抗ｒa＝５Ω、電流計に流せる電流Ia＝10mAのとき、回路に

電流Ｉ＝50mAを流せるようにしたい。分流器の抵抗ｒs[Ω]を求めなさい。 

10 図６の回路において、蓄えられる全電荷Ｑ[µC]を求めなさい。 

11 空気中で二つの磁極の強さが３×10-6Wb、２×10-6Wb、磁極間の距離が１ｍであるとき、磁

極間に働く力Ｆ[Ｎ]を書きなさい。 四捨五入により有効数字３桁まで求めなさい。 

12 図７において、磁束密度Ｂ＝0.1Ｔ、導体の長さℓ＝0.5ｍ、導体の移動する速度ｕ＝100m/s

であるとき、誘導起電力ｅ[Ｖ]の大きさを求めなさい。 

13 120°は弧度法で表すと何[rad]か。                        

14 10Ωの抵抗に20Ａの電流を２秒間流した。この抵抗で消費される電力量Ｗ[W･s]を求めなさい。 

15 図８のように、正に帯電しているはく検電器がある。このはく検電器に、正負どちらかに帯電 

した帯電体を近づけたら、はくがさらに大きく開いた。近づけた帯電体は、正と負のどちらに 

帯電しているか答えなさい。 

 

 

 

 

 

 
 
 
Ⅵ 図９の回路について、次の問いに答えなさい。 
 １ 電流Ｉ1[Ａ]を求めなさい。 

 ２ 電流Ｉ2[Ａ]を求めなさい。 

 ３ 電流Ｉ3[Ａ]を求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 

Ⅶ 図 10 のように、抵抗 30Ω、誘導性リアクタンス 70Ω、容量性リアクタンス 50Ωの直列

回路に、電圧 220Ｖを加えた。次の問いに答えなさい。指示がない場合は四捨五入により小

数第２位まで求めなさい。２以降は、１で解答した値を用いて計算すること。 

 １ 全電流Ｉ[Ａ]を求めなさい。 

 ２ 力率 cosθを書きなさい。四捨五入により小数第３位まで求めなさい。 

 ３ 皮相電力Ｓ[kV･A]を求めなさい。 

 ４ 有効電力Ｐ[kW]を求めなさい。 

５ 無効電力Ｑ[Var]を求めなさい。 
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図９

Ⅶ�　図 10のように、抵抗 30 Ω、誘導性リアクタンス 70 Ω、容量性リアクタンス 50 Ωの直列回
路に、電圧 220 Ｖを加えた。次の問いに答えなさい。指示がない場合は四捨五入により小数第
２位まで求めなさい。２以降は、１で解答した値を用いて計算すること。
　１　全電流 I［Ａ］を求めなさい。
　２　力率 cos θを求めなさい。四捨五入により小数第３位まで求めなさい。
　３　皮相電力 S［kV･A］を求めなさい。
　４　有効電力P［kW］を求めなさい。
　５　無効電力Q［var］を求めなさい。
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令６ 高等学校工業（電気・電子）（５枚のうち２） 

       （解答はすべて、解答用紙に記入すること。） 
 

Ⅴ 次の問いに答えなさい。 

 １ ５秒間に40Ｃの電気量Ｑが移動したときの電流I[Ａ]を求めなさい。 

２ 図３において、a-b間の合成抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

３ 図４において、a-b間の合成抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

４ 100Ωの抵抗に２Ａの電流を３分間流したときの発熱量Ｑ[kJ]を求めなさい。 

５ 100Ｖ、100Ｗの白熱電球に100Ｖの電圧を加えるとき、抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

６ 断面積Ｓが１mm2、長さℓ が１kmの銅線の抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。ただし、銅の抵抗率 

ρは1.72×10-8Ω･mとする。 

７ ある導体の抵抗が20℃のとき20Ωであった。40℃のときの抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

ただし、この導体の20℃における抵抗温度係数は50×10-4℃-1とする。 

 
８     を計算しなさい。 

                                          

 ９ 図５において、電流計の内部抵抗ｒa＝５Ω、電流計に流せる電流Ia＝10mAのとき、回路に

電流Ｉ＝50mAを流せるようにしたい。分流器の抵抗ｒs[Ω]を求めなさい。 

10 図６の回路において、蓄えられる全電荷Ｑ[µC]を求めなさい。 

11 空気中で二つの磁極の強さが３×10-6Wb、２×10-6Wb、磁極間の距離が１ｍであるとき、磁

極間に働く力Ｆ[Ｎ]を書きなさい。 四捨五入により有効数字３桁まで求めなさい。 

12 図７において、磁束密度Ｂ＝0.1Ｔ、導体の長さℓ＝0.5ｍ、導体の移動する速度ｕ＝100m/s

であるとき、誘導起電力ｅ[Ｖ]の大きさを求めなさい。 

13 120°は弧度法で表すと何[rad]か。                        

14 10Ωの抵抗に20Ａの電流を２秒間流した。この抵抗で消費される電力量Ｗ[W･s]を求めなさい。 

15 図８のように、正に帯電しているはく検電器がある。このはく検電器に、正負どちらかに帯電 

した帯電体を近づけたら、はくがさらに大きく開いた。近づけた帯電体は、正と負のどちらに 

帯電しているか答えなさい。 

 

 

 

 

 

 
 
 
Ⅵ 図９の回路について、次の問いに答えなさい。 
 １ 電流Ｉ1[Ａ]を求めなさい。 

 ２ 電流Ｉ2[Ａ]を求めなさい。 

 ３ 電流Ｉ3[Ａ]を求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 

Ⅶ 図 10 のように、抵抗 30Ω、誘導性リアクタンス 70Ω、容量性リアクタンス 50Ωの直列

回路に、電圧 220Ｖを加えた。次の問いに答えなさい。指示がない場合は四捨五入により小

数第２位まで求めなさい。２以降は、１で解答した値を用いて計算すること。 

 １ 全電流Ｉ[Ａ]を求めなさい。 

 ２ 力率 cosθを書きなさい。四捨五入により小数第３位まで求めなさい。 

 ３ 皮相電力Ｓ[kV･A]を求めなさい。 

 ４ 有効電力Ｐ[kW]を求めなさい。 

５ 無効電力Ｑ[Var]を求めなさい。 
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令６ 高等学校工業（電気・電子）（５枚のうち２） 

       （解答はすべて、解答用紙に記入すること。） 
 

Ⅴ 次の問いに答えなさい。 

 １ ５秒間に40Ｃの電気量Ｑが移動したときの電流I[Ａ]を求めなさい。 

２ 図３において、a-b間の合成抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

３ 図４において、a-b間の合成抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

４ 100Ωの抵抗に２Ａの電流を３分間流したときの発熱量Ｑ[kJ]を求めなさい。 

５ 100Ｖ、100Ｗの白熱電球に100Ｖの電圧を加えるとき、抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

６ 断面積Ｓが１mm2、長さℓ が１kmの銅線の抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。ただし、銅の抵抗率 

ρは1.72×10-8Ω･mとする。 

７ ある導体の抵抗が20℃のとき20Ωであった。40℃のときの抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

ただし、この導体の20℃における抵抗温度係数は50×10-4℃-1とする。 

 
８     を計算しなさい。 

                                          

 ９ 図５において、電流計の内部抵抗ｒa＝５Ω、電流計に流せる電流Ia＝10mAのとき、回路に

電流Ｉ＝50mAを流せるようにしたい。分流器の抵抗ｒs[Ω]を求めなさい。 

10 図６の回路において、蓄えられる全電荷Ｑ[µC]を求めなさい。 

11 空気中で二つの磁極の強さが３×10-6Wb、２×10-6Wb、磁極間の距離が１ｍであるとき、磁

極間に働く力Ｆ[Ｎ]を書きなさい。 四捨五入により有効数字３桁まで求めなさい。 

12 図７において、磁束密度Ｂ＝0.1Ｔ、導体の長さℓ＝0.5ｍ、導体の移動する速度ｕ＝100m/s

であるとき、誘導起電力ｅ[Ｖ]の大きさを求めなさい。 

13 120°は弧度法で表すと何[rad]か。                        

14 10Ωの抵抗に20Ａの電流を２秒間流した。この抵抗で消費される電力量Ｗ[W･s]を求めなさい。 

15 図８のように、正に帯電しているはく検電器がある。このはく検電器に、正負どちらかに帯電 

した帯電体を近づけたら、はくがさらに大きく開いた。近づけた帯電体は、正と負のどちらに 

帯電しているか答えなさい。 

 

 

 

 

 

 
 
 
Ⅵ 図９の回路について、次の問いに答えなさい。 
 １ 電流Ｉ1[Ａ]を求めなさい。 

 ２ 電流Ｉ2[Ａ]を求めなさい。 

 ３ 電流Ｉ3[Ａ]を求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 

Ⅶ 図 10 のように、抵抗 30Ω、誘導性リアクタンス 70Ω、容量性リアクタンス 50Ωの直列

回路に、電圧 220Ｖを加えた。次の問いに答えなさい。指示がない場合は四捨五入により小

数第２位まで求めなさい。２以降は、１で解答した値を用いて計算すること。 

 １ 全電流Ｉ[Ａ]を求めなさい。 

 ２ 力率 cosθを書きなさい。四捨五入により小数第３位まで求めなさい。 

 ３ 皮相電力Ｓ[kV･A]を求めなさい。 

 ４ 有効電力Ｐ[kW]を求めなさい。 

５ 無効電力Ｑ[Var]を求めなさい。 
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令６ 高等学校工業（電気・電子）（５枚のうち２） 

       （解答はすべて、解答用紙に記入すること。） 
 

Ⅴ 次の問いに答えなさい。 

 １ ５秒間に40Ｃの電気量Ｑが移動したときの電流I[Ａ]を求めなさい。 

２ 図３において、a-b間の合成抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

３ 図４において、a-b間の合成抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

４ 100Ωの抵抗に２Ａの電流を３分間流したときの発熱量Ｑ[kJ]を求めなさい。 

５ 100Ｖ、100Ｗの白熱電球に100Ｖの電圧を加えるとき、抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

６ 断面積Ｓが１mm2、長さℓ が１kmの銅線の抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。ただし、銅の抵抗率 

ρは1.72×10-8Ω･mとする。 

７ ある導体の抵抗が20℃のとき20Ωであった。40℃のときの抵抗Ｒ[Ω]を求めなさい。 

ただし、この導体の20℃における抵抗温度係数は50×10-4℃-1とする。 

 
８     を計算しなさい。 

                                          

 ９ 図５において、電流計の内部抵抗ｒa＝５Ω、電流計に流せる電流Ia＝10mAのとき、回路に

電流Ｉ＝50mAを流せるようにしたい。分流器の抵抗ｒs[Ω]を求めなさい。 

10 図６の回路において、蓄えられる全電荷Ｑ[µC]を求めなさい。 

11 空気中で二つの磁極の強さが３×10-6Wb、２×10-6Wb、磁極間の距離が１ｍであるとき、磁

極間に働く力Ｆ[Ｎ]を書きなさい。 四捨五入により有効数字３桁まで求めなさい。 

12 図７において、磁束密度Ｂ＝0.1Ｔ、導体の長さℓ＝0.5ｍ、導体の移動する速度ｕ＝100m/s

であるとき、誘導起電力ｅ[Ｖ]の大きさを求めなさい。 

13 120°は弧度法で表すと何[rad]か。                        

14 10Ωの抵抗に20Ａの電流を２秒間流した。この抵抗で消費される電力量Ｗ[W･s]を求めなさい。 

15 図８のように、正に帯電しているはく検電器がある。このはく検電器に、正負どちらかに帯電 

した帯電体を近づけたら、はくがさらに大きく開いた。近づけた帯電体は、正と負のどちらに 

帯電しているか答えなさい。 

 

 

 

 

 

 
 
 
Ⅵ 図９の回路について、次の問いに答えなさい。 
 １ 電流Ｉ1[Ａ]を求めなさい。 

 ２ 電流Ｉ2[Ａ]を求めなさい。 

 ３ 電流Ｉ3[Ａ]を求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 

Ⅶ 図 10 のように、抵抗 30Ω、誘導性リアクタンス 70Ω、容量性リアクタンス 50Ωの直列

回路に、電圧 220Ｖを加えた。次の問いに答えなさい。指示がない場合は四捨五入により小

数第２位まで求めなさい。２以降は、１で解答した値を用いて計算すること。 

 １ 全電流Ｉ[Ａ]を求めなさい。 

 ２ 力率 cosθを書きなさい。四捨五入により小数第３位まで求めなさい。 

 ３ 皮相電力Ｓ[kV･A]を求めなさい。 

 ４ 有効電力Ｐ[kW]を求めなさい。 

５ 無効電力Ｑ[Var]を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

Ｃ1＝２µF Ｃ2＝８µF 

100Ｖ 

図６ 

速度ｕ 

磁束密度Ｂ 

図７ 

ｒs[Ω] 

Ａ 

－ ＋

ｒa[Ω] Ia[Ａ] I [Ａ] 図５ 

４Ω 

８Ω 

５Ω 

10Ω 

10Ω 

a 

b 

図４ 

1.6Ω 

８Ω 

８Ω 

１Ω ５Ω 

 b a

図３ 

220Ｖ 

30Ω 

70Ω 

50Ω 

図 10 

I1 

I2 

I3 

図８ 

図９ 

5Ω 

10Ω 

130Ｖ 

40Ω 

110Ｖ 15Ω 

正に帯電 帯電棒

Ia［Ａ］



令６　高等学校工業（電気・電子）（ 5 枚のうち 3 ）
（解答はすべて、解答用紙に記入すること）

Ⅷ　図 11の回路について、次の問いに答えなさい。ただし、IＡ＝ 20IＢ、hFE ＝ 200 とする。
　１　IＢ［µA］を求めなさい。
　２　RＡ［kΩ］を求めなさい。
　３　RＢ［kΩ］を求めなさい。
　４　RＣ［kΩ］を求めなさい。
　５　RＥ［Ω］を求めなさい。

1Ｖ 
ＲＥ 

ＩＥ 

ＶCC 
10Ｖ 

0.6Ｖ 
4.5Ｖ 

ＩＡ＋ＩＢ ＩＣ

２mA 

ＲＣ ＲＢ 

ＲＡ 

 

ＩＡ 

ＩＢ 

＝

＝

図 11

Ⅸ�　図 12のΔ結線回路おいて、線間電圧を 200 Ｖ、負荷のインピーダンス Z
4

を４+j ３Ωとする。この平衡三相交流回路について、次
の問いに答えなさい。
　１　インピーダンス Z

4

［Ω］の大きさを求めなさい。
　２　力率 cos θを求めなさい。
　３　相電流を Ip［Ａ］を求めなさい。
　４　線電流を Iℓ［Ａ］を求めなさい。四捨五入により小数第２位まで求めなさい。
　５　三相電力P［kW］を求めなさい。四捨五入により小数第２位まで求めなさい。
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図 12

Ⅹ　次の問いに答えなさい。
　１　図 13の図記号の名称を書きなさい。
　２　図 13で示される回路に図 14のような入力があった。このときの出力を書きなさい。ただし、回路の動作は表３のとおりとする。

令６ 高等学校工業（電気・電子）（５枚のうち３） 

       （解答はすべて、解答用紙に記入すること。） 
 

Ⅷ 図 11 の回路について、次の問いに答えなさい。ただし、ＩＡ＝20ＩＢ、ｈFE＝200 とする。 

１ ＩＢ[µA]を求めなさい。 

２ ＲＡ[kΩ]を求めなさい。 

３ ＲＢ[kΩ]を求めなさい。 

４ ＲＣ[kΩ]を求めなさい。 

５ ＲＥ[Ω]を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅸ 図12のΔ結線回路おいて、線間電圧を200Ｖ、負荷のインピーダンスＺ
．
を４+j３Ωとする。この平衡三相交流回路について、 

次の問いに答えなさい。 

 １ インピーダンスＺ
．
[Ω]の大きさを求めなさい。 

 ２ 力率cosθを求めなさい。  

 ３ 相電流をＩp[Ａ]を求めなさい。  

 ４ 線電流をIℓ[Ａ]を求めなさい。四捨五入により小数第２位まで求めなさい。 

 ５ 三相電力Ｐ[kW]を求めなさい。四捨五入により小数第２位まで求めなさい。 

 

 

 

 

Ⅹ 次の問いに答えなさい。 

 １ 図 13 の回路の名称を書きなさい。 

 ２ 図 13 の回路に図 14 に示す入力がある。このときの出力を書きなさい。ただし、回路の動作は表３のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅺ 電気実習の授業において、電気的諸量を実際に測定するためには、

計器の使い方や目盛の読み取り方などについて、正しい方法を身に

つけておくことが大切である。 

図15のように電気計器を正しく設置して接続させ、目盛をより正

確に読み取るために、あなたが教員として生徒に注意を与えるとす

ると、どのような注意を与えますか。３つあげなさい。ただし、解

答は計器の使い方や接続、計器の読み取り方に関することのみとし、

実習全体（「私語を慎む」など）に対することは除く。 
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令６ 高等学校工業（電気・電子）（５枚のうち３） 

       （解答はすべて、解答用紙に記入すること。） 
 

Ⅷ 図 11 の回路について、次の問いに答えなさい。ただし、ＩＡ＝20ＩＢ、ｈFE＝200 とする。 

１ ＩＢ[µA]を求めなさい。 

２ ＲＡ[kΩ]を求めなさい。 

３ ＲＢ[kΩ]を求めなさい。 

４ ＲＣ[kΩ]を求めなさい。 

５ ＲＥ[Ω]を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅸ 図12のΔ結線回路おいて、線間電圧を200Ｖ、負荷のインピーダンスＺ
．
を４+j３Ωとする。この平衡三相交流回路について、 

次の問いに答えなさい。 

 １ インピーダンスＺ
．
[Ω]の大きさを求めなさい。 

 ２ 力率cosθを求めなさい。  

 ３ 相電流をＩp[Ａ]を求めなさい。  

 ４ 線電流をIℓ[Ａ]を求めなさい。四捨五入により小数第２位まで求めなさい。 

 ５ 三相電力Ｐ[kW]を求めなさい。四捨五入により小数第２位まで求めなさい。 

 

 

 

 

Ⅹ 次の問いに答えなさい。 

 １ 図 13 の回路の名称を書きなさい。 

 ２ 図 13 の回路に図 14 に示す入力がある。このときの出力を書きなさい。ただし、回路の動作は表３のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅺ 電気実習の授業において、電気的諸量を実際に測定するためには、

計器の使い方や目盛の読み取り方などについて、正しい方法を身に

つけておくことが大切である。 

図15のように電気計器を正しく設置して接続させ、目盛をより正

確に読み取るために、あなたが教員として生徒に注意を与えるとす

ると、どのような注意を与えますか。３つあげなさい。ただし、解

答は計器の使い方や接続、計器の読み取り方に関することのみとし、

実習全体（「私語を慎む」など）に対することは除く。 
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Ⅺ�　電気実習の授業において、電気的諸量を実際に測定するた
めには、計器の使い方や目盛の読み取り方などについて、正
しい方法を身につけておくことが大切である。
　�　図 15のように電気計器を正しく設置して接続させ、目盛
をより正確に読み取るために、あなたが教員として生徒に注
意を与えるとすると、どのような注意を与えますか。３つ書
きなさい。ただし、解答は計器の使い方や接続、計器の読み
取り方に関することのみとし、実習全体（「私語を慎む」など）
に対することは除く。
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図 15



令６　高等学校工業（電気・電子）解答用紙（ 5 枚のうち 4 ）
受
験
番
号4 5

高
電

総計 高 

電

令６　高等学校工業（機械）解答用紙（ 6 枚のうち 5 ）受
験
番
号5 6

高
機

総計

高 

機

Ⅰ

Ⅲ

Ⅱ

１ ① ② ③ ④ ⑤

Ⅰ

２ ３ ４ 　　　　　　　　　　　［mm�］

５ ６ 　　　　　　　　［Hz］ ７

８ ９ 10 11

Ⅱ

１ ２ ［m/s］

３ ⑴ ⑵ ⑶

Ⅲ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

Ⅳ

令６ 高等学校工業（機械）解答用紙（６枚のうち５） 
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１ ①  ②  ③  ④  ⑤  

２  ３  ４            [㎜] 

５  ６         ［Hz］ ７  

８  ９  10  11  

Ⅱ 

１  ２                  ［m/s］ 

３ (1)  (2)  (3)  
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令６　高等学校工業（電気・電子）解答用紙（ 5 枚のうち 5 ）
受
験
番
号5 5

高
電

総計 高 

電

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅴ

１ ［Ａ］ ２ ［Ω］ ３ ［Ω］ ４ ［kJ］

５ ［Ω］ ６ ［Ω］ ７ ［Ω］ ８  

９ ［Ω］ 10 ［µC］ 11 ［Ｎ］ 12 ［Ｖ］

13 ［rad］ 14 ［V］ 15

Ⅵ １ ［Ａ］ ２ ［Ａ］ ３ ［Ａ］

Ⅶ

１ ［Ａ］ ２

３ ［kV･A］ ４ ［kW］ 

５ ［var］ 

Ⅷ

１ ［µA］ ２ 　［kΩ］ 

３ ［kΩ］ ４ ［kΩ］ 

５ ［Ω］ 　 

Ⅸ

１ ［Ω］ ２

３ ［Ａ］ ４ ［Ａ］ 

５ ［kW］ 

Ⅹ

１

２

－ 

Ｓ 

Ｒ 

Ｑ 

Ｑ 

１ 

０ 

１ 

０ 

１ 

０ 

１ 

０ 

Ⅺ

Ⅹ

Ⅺ

Ⅵ

Ⅴ



高 

電

令６　高等学校工業（機械）解答用紙（ 6 枚のうち 5 ）受
験
番
号5 6

高
機

総計

高 

機

Ⅰ

Ⅲ

Ⅱ

１ ① ② ③ ④ ⑤

Ⅰ

２ ３ ４ 　　　　　　　　　　　［mm�］

５ ６ 　　　　　　　　［Hz］ ７

８ ９ 10 11

Ⅱ

１ ２ ［m/s］

３ ⑴ ⑵ ⑶

Ⅲ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

Ⅳ

令６ 高等学校工業（機械）解答用紙（６枚のうち５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 

１ ①  ②  ③  ④  ⑤  

２  ３  ４            [㎜] 

５  ６         ［Hz］ ７  

８  ９  10  11  

Ⅱ 

１  ２                  ［m/s］ 

３ (1)  (2)  (3)  

Ⅲ Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  

Ⅳ 

 

 

 

 

 

 

 

総計 

 

 

 

 

Ⅳ

ス ケ コ オ キ

イ ウ ７．７０

ウ 　　　　６０　　　　 イ、ウ

容積率 ア イ 色相

イ、エ ２．３７

ウ イ ア

ウ キ イ エ オ

40

15

15

10

令６ 高等学校工業（機械）解答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 

１ ① ス ② ケ ③ コ ④ オ ⑤ キ 

２ イ ３ ウ ４         ７．７０[㎜] 

５ ウ ６       ６０[Hz] ７ イ、ウ 

８ 容積率 ９ ア 10 イ 11 色相 

Ⅱ 

１ イ、エ ２              ２．３７［m/s］ 

３ (1) ウ (2) イ (3) ア 

Ⅲ Ａ ウ Ｂ キ Ｃ イ Ｄ エ Ｅ オ 

Ⅳ 

 

 

5点

×2 

 

 

 

 

 

 

 

総計 ２００ 

４０ 

１５ 

１５ 

１０ 

総計

200
令６ 高等学校工業（機械）解答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 

１ ① ス ② ケ ③ コ ④ オ ⑤ キ 

２ イ ３ ウ ４         ７．７０[㎜] 

５ ウ ６       ６０[Hz] ７ イ、ウ 

８ 容積率 ９ ア 10 イ 11 色相 

Ⅱ 

１ イ、エ ２              ２．３７［m/s］ 

３ (1) ウ (2) イ (3) ア 

Ⅲ Ａ ウ Ｂ キ Ｃ イ Ｄ エ Ｅ オ 

Ⅳ 

 

 

5点

×2 

 

 

 

 

 

 

 

総計 ２００ 

４０ 

１５ 

１５ 

１０ 

高等学校工業（機械）模範解答令６　高等学校工業（電気・電子）模範解答（ 5 枚のうち 4 ）
受
験
番
号4 5

高
電

総計
200



高 

電

15

15

15

８　　　 ４．０　　　　 ６　　　 ７２　　　

１００　　　 １７．２　　　　 ２２　　　 －ｊ　　　

１．２５　　　 　１６０　　　　 3.80 × 10-7　　　 ５　　　

令６ 高等学校工業（電気・電子）解答 

Ⅴ 

１ ８  [Ａ] ２ ４  [Ω] ３  ６  [Ω] ４ ７２  [kJ] 

５  １００ [Ω] ６ １７．２ [Ω] ７ ２２  [Ω] ８ －ｊ     

９ １．２５ [Ω] 10  １６０ [µC] 11 3.80×10-7 [Ｎ] 12  ５  [Ｖ] 

13 
２

３
π [rad] 14  ８０００ [W･s] 15 正  

Ⅵ １ １．５  [Ａ]  ２ －１．０  [Ａ]  ３ ２．５  [Ａ]  

Ⅶ 

１  ６．１０     [Ａ]  ２ ０．８３２         

３ １．３４    [kV･A]  ４ １．１２      [kW]  

５ ７４４．８１    [Var]   

Ⅷ 

１ １０       [µA]  ２  ８       [kΩ]  

３ ４０      [kΩ]  ４ １．１２     [kΩ]  

５ ５００      [Ω]     

Ⅸ 

１   ５      [Ω]  ２   ０．８         

３  ４０      [Ａ]  ４ ６９．２８    [Ａ]  

５   １９．２０     [kW]   

Ⅹ 

１ 
 

ＲＳフリップフロップ 

２ 

 

Ⅺ 

・－端子は測定電圧に応じて選ぶ 

・接続時には極性を確かめる 
・姿勢記号に合った位置で使用する 

・電圧が加わっていないときは、指針が０を示すように調整する 
・鏡に映った指針の像と、指針が一致した値を読み取る 

・使用している端子によって、上段の目盛を読むのか、下段の目盛を読むのかを確認する 

・位取りに注意して目盛を読む     など 

 

４５ 

９ 

１５ 

１５ 

１５ 

S 

R 

Q 

Q 

1 
0 

1 
0 

1 
0 
1 
0 

１２ 

９ 

 ９．０×１０3　 　 正

１．５　　　 －１．０　　　 ２．５　　　

６．１０　　　　　　　　 ０．８３２　　　　　　　

１．３４　　　　　　　　 １．１２　　　　　　　

７４４．８１　　　　　　　　

１０　　　　　　　　 ８　　　　　　　

４０　　　　　　　　 ２．２５　　　　　　　

５００　　　　　　　　

５　　　　　　　　 ０．８　　　　　　　

４０　　　　　　　　 ６９．２８　　　　　　　

１９．２０　　　　　　　　

ＲＳフリップフロップ

12

9

9

45

令６　高等学校工業（電気・電子）解答用紙（ 5 枚のうち 5 ）
受
験
番
号5 5

高
電

総計 高 

電

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅴ

１ ［Ａ］ ２ ［Ω］ ３ ［Ω］ ４ ［kJ］

５ ［Ω］ ６ ［Ω］ ７ ［Ω］ ８ �

９ ［Ω］ 10 ［µC］ 11 ［Ｎ］ 12 ［Ｖ］

13 ［rad］ 14 ［V］ 15

Ⅵ １ ［Ａ］� ２ ［Ａ］� ３ ［Ａ］

Ⅶ

１ ［Ａ］� ２

３ ［kV･A］� ４ ［kW］�

５ ［var］�

Ⅷ

１ ［µA］� ２ 　［kΩ］�

３ ［kΩ］� ４ ［kΩ］�

５ ［Ω］� 　�

Ⅸ

１ ［Ω］� ２

３ ［Ａ］� ４ ［Ａ］�

５ ［kW］�

Ⅹ

１

２

－ 

Ｓ 

Ｒ 

Ｑ 

Ｑ 

１ 

０ 

１ 

０ 

１ 

０ 

１ 

０ 

Ⅺ

Ⅹ

Ⅺ

Ⅵ

Ⅴ

・－端子は測定電圧に応じて選ぶ。
・接続時には極性を確かめる。
・姿勢記号に合った位置で使用する。
・電圧が加わっていないときは、指針が０を示すように調整する。
・鏡に映った指針の像と、指針が一致した値を読み取る。
・使用している端子によって、上段の目盛を読むのか、下段の目盛を読むのかを確認する。
・位取りに注意して目盛を読む。　　　　　など

－ 

Ｓ 

Ｒ 

Ｑ 

Ｑ 

１ 

０ 

１ 

０ 

１ 

０ 

１ 

０ 

令６　高等学校工業（電気・電子）模範解答（ 5 枚のうち 5 ）
受
験
番
号5 5

高
電


